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ヤス パ ー ス 技術論の 批判的検証 とそ の 可能性

福　井 光

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 「ヤ ス パ ー
ス 技術論 の 批判 的検証 とそ の 可 能性 」 とい うタ イ トル で しば らく

お 話 しさせ て頂 くわ け で すが 、 で は 何故私 が こ の テ ー
マ を話題 に し よ うと思 っ

た の か と い い ます と 、 そ の 動機 は 、 や は り何 とい っ て も、 大震 災 に 私 自身が め

ぐり合わせ て しま っ た とい う歴 史的経験に基づ くもの で す 。 昨年の 3 月 11 日の

出来事 に 関 して 、何 に重 き をお い て 受け止 め るの か 、 人 そ れ ぞれ だ と思 い ます

が 、 私 に と っ て は あ らため て 「技術 」 とい うもの を考え ざる を得な い 契機 とな

りま し た 。 よ く 「科 学 ・技術」 と
一

口 にい い ます が 、 後段 科学 に も触れ よ うと

は 思い ます が 、 今 日は あ くま で も最後 まで 技術 に こ だ わ りた い と思い ます 。 原

発 問題 や 汚 染問題 な ど を 目の 当た りに し ます と、 ヤ ス パ ー ス が い うよ うに 、

「人 間は 、 自分 で 自分 の もの と して 技術的 に 産 出 し た 第二 の 自然 の 中で 窒 息 し

　 　 　 （1）　　　　　　 しゆ つた い

て い る 」 状 況 が 出 来 して い る とい わ ざる を得 ない わけで 、 こ の 状 況 を作 りだ

した の も 、 明 らか に技術 で あれ ば、 こ の 状 況 を克服 して い くの も 、 直接的 に は

技術で あろ うと思 うか らで す 。

　た だ 、 技術を考 え る とい っ て も 、 無論私 は 、 残 念なが ら技術 者 で は ない の で 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 す べ

私 に は哲 学的 に 考え る術 しか あ りませ ん 。 また 、 哲学徒で は あ っ て も 、 こ れ ま

た 残念 なが ら独創的な哲学者で は な い の で 、 どな た か の 技術論 を手掛 か りに し

な が ら、 私 な りに 技術 とい うもの を考え ざる を得ない わ けで あ ります 。

　そ う考 え ます 時、 何 とい っ て も、 私 に と っ て は 、 日本 で 先駆 的 に技術論 を展
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2｝

開 した
一

人 で あ っ た 恩師 ・高 山岩 男先生 の 技術論 や 、
こ れ も高山先生 か ら教 え

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）

て 頂い た デ ッ サ ウエ ル の 技術 論 、 そ して 当の ヤ ス パ ー
ス の 技術論 が 、 私 な りに

技術 を考え る場合の よい 手 掛 か りを与 えて くれ る もの の よ うに 思い ま す。 逸 早
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く本格 的な技 術哲学を 展開 したデ ッ サ ウエ ル につ い て は 、ヤ ス パ ー ス も参照 し

て い ます よね 。

　なお 、 ち ょ っ と見ま わ して み ま す と 、

ヘ
ー ゲル も 、 次の よ うな

一
種の 技術論

を考えま した 。 彼 に よれ ば 、
「自然 （Natur）」 は 、

「精神 （Geist）」 との 弁証 関係

に あ っ て 、
「有機的シ ス テ ム を欠い て い る （unorganisch ）」 単なる レ ス

、
つ ま り

物 と して 捉え られ る べ き もの で は な く 、 人 間が これ と対決する こ との 中で の み

本 来 の 姿 を現 わ し て く るの で あ り、 そ の 本 質 が 理 解 され る よ うに な る 、 自然 は 、

人 間 が 自己 を 「外 化 （enta βem ）」 し 、 自然 を 「内化 （erinnem ）」 す る運 動の 中
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4）

で 自らの 可能性 を露見 させ て くる の で あ る、 こ うい っ た 捉 え 方をす るわ けで す。

ま た 、
ヘ

ー ゲル が こ う考え た論 理 を逆 手に 取 るか の よ うに 、 ハ イデ ッ ガー
は 、

お の ず か

「 自 ら 一然か 一成 る こ と （das　von −sich −her−Aufgehen）」 とい う意味 を 自然概念
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み ず か 　 　　　　　 み ずか

に認 め て 、
フ ユ

ー
シ ス の 概念 を拠 り所 と しなが ら、 自 らが 「自 らに成 りっ っ

　 　 　 　 　 みず か

（eignend ）」 自 らを現 わ す 、 物 が 「物 に成 りつ つ （dingend）」 物 を現 わす 、世界

が 「世界 に 成 りつ つ （weltend ）」 世 界を現 わす 、 そ の 「出て
一来 一た らす （her−

vor −bringen）」一
つ の 仕方を 技術 に 見 て 、 世界 が 「世 開す る （welten ）」 真相 を解

釈学 的に解 き明 か そ うとす る わけ です 。 所謂 ハ イ デ ッ ガー
の ポイ エ シ ス 論 で す

（5）
よ 。

こ の 視座 は 、 私 た ちが 如何な る根拠 か ら技術を構 築すべ きな の か とい うこ

とを 考 え る時 に 、根本 的 な問 題 に触れ 合 っ て い る指 摘 とい っ て い い よ うに思 い

ます。

　 しか し、 今 日、 こ の よ うな性質 の 問題 に まで 議論 を拡 張す る こ とは 、
こ の 限

られ た 時間 内で は とて も困難 で す し 、 ま た仮 にハ イ デ ッ ガ
ー

の 議論 が如何 に根

源 的で ある と して も、 実際上堅 固に 作 り上 げ られ た現代 の 技術的 シ ス テ ム を こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し よ う

破算 に して 、 そ こ よ り本 来 の 性 を 呼 び 出す 、 あ る い は存在 の 方 か ら促 され る

「あ るべ き技術 」 を再構 築す る議論 な どは 、 こ の 現実社会 に 対 して は 全 く歯が

立 た な い 話 で す の で 、 私 は 、 も う少 し手 前 の と こ ろで 、 む しろ 技術 の 直接 的問

題 性 に 話 を止 め よ う と思 い ます 。 そ の 方 が 、 技術問題 が 喫緊 の 課 題 とな っ て い

る今 日 にお い て は 、 見か けの 深 淵な ハ イ デ ッ ガー
風 技術論 をす る よ り も 、 む し

ろ実質 的な益が ある よ うに さえ思い ます し。 そ うで あ っ て も 、 技術問題は 、 哲

学 に ど うい う方 向づ けが 出来 るの か 、 容易な ら ざる 問題 、 現代の 難問中の 難問
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とい う感 じが して い ます 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ll

　さて 、
こ こ は 「日本ヤ ス パ ー

ス 協会」 です か ら 、 当然 ヤ ス パ ー
ス の 技術 論 を

取 り上 げて みた い と思 うの で す が 、 ま ずヤ ス パ ー
ス が技術 とい うもの を どの よ

うに定義 して い るか とい うこ とを確認 す る と こ ろか ら議論 を始 め て み よ うと思

い ます 。
プ ラ トン 以来 、 概念 をは っ き りと確認 しなが ら議論を進 めて い くこ と

が 、 い つ の 場合 も正 しい 哲学的議論 の 筋道 と思 うか らで す 。

　そ こ で 、 まず ヤ ス パ ー
ス の い う技術論 の 重要 な点 を総括 的 に述 べ れ ば、 以 下

の よ うに整 理す るこ とが 出来 る で し ょ う． ヤ ス パ ー ス が 技術 とい うもの に 言及

して い る著作は 、 主 に 『現代の 精神 的状況』や 『原爆 と人間 の 未来』や 『歴史

の 起源 と 目標 』な どで すが
、

一
番 ま と ま っ た 形 の も の は 『歴 史 の 起源 と 目標 』

で す の で 、
こ こ に紹介す る 引用 文 は 、 全 て そ こ か らの もの で す 。

  「技 術 とは 、 人間生活 の 形成 を 目的 と して の
、 科学 的人 間に よ る 自然支配 の

　 　 　 　 　 （6）

　営み を い う」。

  「技術 とは あ る 目的の 達成 の た め に 、
い くつ か の 手段 を挿入 す る こ と に よ っ

　 　 　 　 　 く7）

　 て 発 生 す る」。

  「技術 は 更 に 、 あ らか じ め 建 て られ た 目標 の 達成 の た め に 手 段 を作 り出す だ

　けで は ない
。 技術が作 り出す もの は 、 そ の 発 明 が な され た 際 に は 、 そ れ を も

　っ て 更 に 、 そ の 先何 が 造 り出 され うるか を誰 も知 らぬ よ うな 形 成物 な の で あ

訳

  「近代技術的世界の 発 生 に は 、 自然科学 、発 明精神 、 労働組 織の 三 者 が 、 緊

　密 に連 関 し て い る 。
こ れ ら三 要素 に 共 通 なの は合 理 性 で あ る 。

三 者 の どれ も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）

　が 単独 で 近代技術 を実現で きなか っ た 」。

  「技 術 は 環 境界 に お け る人 間 の 日常生 活 を徹底的 に変 革 し、労働方式や社会

　を して新 た な軌道 を と らざる をえ な くし た 。 す なわ ち大量生産方式が と られ 、

　社会全 体の 生 活 を技術的 に 完成 され た機 械 へ と変 え 、全 地 球 あ げて 単
一

の エ

　 　 　 　 　 ｛1o）

　場 と化 し た 」。

  「技術自身 は何 らの 目的 も含 まぬ か ら、 技術 は あ らゆる善悪の 彼岸ない し以
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　前に あ る 。 技術 は禍福い ずれ を も主人 とし て仕え る こ とがで き る 。 技 術 は両

　者 に 対 しそ れ 自体中立 なの で ある 。 だか ら こ そ技術に は 指導 を要す るわ けで

　あ る 。

一
中略

一
［しか し］技術 の 指導は 技術自身か ら見い だす こ とは で きず 、

　それ は 自覚的 な エ トス か ら求 め られ ね ばな らぬ の で あ る 。 人 間 自身 が 指導に

　立 ち帰 らね ばな らぬ
。 人間は 自己 の 欲 求 を明確 に し 、 検討 し、 もろ もろ の 欲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11｝

　求 間 の 序列 を判然 と させ ね ば な らない 」。

  「技術 は 単に手段 で あ っ て
、 そ れ 自体善で も悪 で もない

。 重 大な の は 、 人 間

　が 技術か ら何 を作 り出す の か
、 何の 目的で 人間 は技術 を用 い るの か 、 人 間が

　技術を い か な る制約 下に置 くの か 、 で あ る 。 技術 に支配 され るの で は な く、

　技術を支配 す る人 間とは 、

一
体 どの よ うな人 間 で あるの か 、技術 を支配 して

　人間 は 結局 い か なる存在者 と して み ず か らの 実 を示 す の か 、 これ が 問題 なの

　で ある 。

一 中略 一
　技術が 人 間の 意向か ら解 き放 たれ て 、怪 物 た ちの 手 で 狂

　暴性 を発揮す る、　　 あ るい は 人 間 を含め て 全 地球 が 巨大 な工場 の 材料 にす

　ぎな くな り、全 体は ひ とつ の 蟻塚 の よ うに な っ て 、
い っ さい を 自己 の

一
部に

　取 り入 れ て しまい 、 か ろ う じて 生産 と消費 の 循 環 と して 、 無内容 な出来事 の

　空 廻 りが 残 る 、 な どとい う事態は あ りうべ き こ とだろ うか ？　悟性 は こ れ を

　可能 で ある とす るか も しれ ない
。 しか し 一 中略 一 思想の み が 技術 の 支配 者

　 とな るの で は ない
。 人 間が 生 きる根本 的に新 た な諸条件 の も とで 、 人 間 は い

　か な る形 で 自己 の 可 能性 を与 え られ て い るか 、 こ の 問 題 は 現在な らび に 来 る

　べ き数世紀の うちに 、世 界史的規模で 決着 をっ け られ る で あ ろ う望

　そ して 、 ヤ ス パ ー
ス は 、 こ の 技術論 の くだ りを こ うい っ て 締 め く くります 。

「〈哲 学す る こ と〉 とは こ うい っ た現 実 に眼 を注が ね ば な らなし（i39以上 で あ り

ま す 。

　因み に 、 最後の くだ りの こ の 世界史的規模 で の 決着 とは 、 人類 の 没落 とい う

決着か 、再 生 とい う決着か 、 相矛盾 す る決着 とい う可能性が ある の で し ょ うが 、

勿論極 め て は っ きり して い る こ とは 、 私達人 類は 、 再 生 とい う方 向で 技術 を打

ち立 て なけれ ばな らない こ とで し ょ う。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 皿

　そ こ で 、
一

つ ずつ 確認 しな が ら 、 議論 を進 め て み ます と 、   「技術 とは 、 人

間生活 の 形成 を 目的 と し て の 、 科学的人 間 に よ る 自然 支配 の 営み をい う」。
っ

ま り、 技術は 、
一 方 に お い て人 間が 生活 目的 を実現す るた め に 自然状態 に は な

か っ た もの を創 造す る とい うとこ ろ に 産出 され た もの で あ るわ け で す し 、 他方

これ に よ っ て 明 らか に神 に よ っ て 創造 され た第
一

の 自然 は変 容 され 、 自然状 態

に は な か っ た も の が 産 み 出 され て い く とい うこ とで ある の だ と思 い ま す 。 言 い

換えれ ば 、 技術 は、 その 発端か ら して 、 人間 の 生活 目的に基づ く人 間の 自然環

境の 繋縛 か らの 解放 、 自然状態 か らの 離脱 を本 質 とす る もの なの で す 。 こ れ が

通 常 「文 明化」 とい われ る現象で す 。 そ して 、 こ の 文 明 化 の 進展 は 、 当然 の こ

となが ら人 間 に よ る 自然 改造 ・自然支配 の 進捗 と裏腹 の 関係 とい うこ とな の で

す 。

　た だ 、
こ うい う議 論 を し始 め る と、 哲学 な どに 関心 を もつ 人の 中に は 、 直ち

に 、 だ か ら 自然 支配 の 思想が い けない
、 文 明化 の 道 に既 に 悪 の 芽が 潜ん で い る

とい っ た よ うなア ン チ技術論を展 開 した り 、 ある い は その よ うな 自然の 捉 え方

に よ っ て 、 本来 の 自然 の 姿が 見 えな くな っ て し ま うとい っ た よ うな 、 あ る意味

で は最 も深刻で 具体的 な歴史や社 会の 難問 をス キ ッ プ して 、 隠され た 自然の 発

見 とい う よ うな
一 種宗 教性 をお び た 議論 を 展開 した が る もの で す が 、 事は そ う

簡 単な こ とで は ない わ けで す 。 何 故な ら、 私達 は 、 ジャ ン ＝ ジ ャ ッ ク ・ル ソ
ー

風 に最 早 自然状 態に還れ る は ず もな く 、
い ざそ うなれ ば 、

ヒ ポ ク ラテ ス の 実証

医 学 もな か っ た 、
パ ス ツ

ー
ル の ウィ ル ス 培養や ワ クチ ン 開発 もな か っ た 、 それ

が 幸せ か ど うか も疑 問もい い と こ ろで 、

一 方 に お い て 日常生活 にお い て は 文 明

の 恩恵 を享受 し なが ら 、 他方 に お い て 思想の み 自然 回帰 を主 張 した と して も、

そ れ は 、 あま りに もご都 合主義の 言説 とい わ ざる を得 ない か らで す 。

　例 えば 、 ヤ ス パ ー
ス に 『デ カ ル トと哲学 』 とい うエ ッ セ ン シ ャ ル な名 著 が あ

ります が 、 こ の 中にお い て デ カル トの 思想 を一
つ の 強力 な徹底性 、

一
面 しか 見

ない 思想 、 しか も こ の よ うな思 想 が 歴 史に 影響 を及 ぼす大 きな実例 とい い
、 全

体の 内容 、全 き人間 、 充実 され た 世界 は 、 彼 の 対象で もな く、 彼 の 根源で もな
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛14）

く 、 彼の 抽象 的 な思惟は 、

一
本 の キ リの よ うな存在 で あ る と形容 して い ま す 。
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確 か に 、 デ カル トの 思惟 の 明晰判明性 に つ い て の 形容は 、 それ は それ で全 くそ

の 通 りで 的確 で あ る わ けで す が
、

し か しデ カル トの 機 械論 的 自然観や記 号的認

識 の 方法 を哲学 的 に批判す る こ とは 、 あ る意味で は 容易 い こ とで す が 、デ カル

ト的対象理 解の 方法 は 、現 実世界 にお い て は 、 今 日 、 例 え ば客観化 ・実証化 ・

効率化 とい うこ とか ら して 、 自然 の み な らず 人間的 な領域 に も及 び 、 あ らゆ る

領域に 拡張 され て い っ て い る わ けで あ っ て 、 なお 重大 な影響 をもち続 けて い る

とい うこ とは 、紛 れ も な い 事 実 で し ょ う。
っ ま り、 デ カ ル トの 思 想 は 、 近代 と

い う時代 を押 し開い た キ リで あ っ た ばか りで な く、 近代史の 中に鋭 く突き ささ

り続 けて い るキ リで ある とい う点 な の で あ りま して
、 問題は 、

一
度刺 さっ た こ

の 鋭利 で 堅 固なキ リは 、 今 日の 文 明の 中枢 に まで 達 し 、 簡単に は 引 き抜 けない

とい う こ とな の で す 。 ま た
、 無 理 して 引き抜 けば、 今 日の 文 明 は 、 内部か ら解

体す る可能性 さえあ る 。 簡 単な話 、 仮 に 客観化 ・ 実証 化 ・効 率化 の 陥 る欠陥 を

哲 学的 に批半1」す るの は 当然 と して も 、 しか しこ れ が い けない か らとして 、 これ

ら を社会か ら奪 っ て ご らん な さい 、 こ の 社会 は 、 た ち ま ち完全 に 機 能不 全 に 陥

る こ とに な る。 実は 、
こ こ が

一
番 難 し い 問題 なの です 。 で す か ら、 私達 は 、 技

術 に 対 して も、 そ う簡 単 に これ を断罪 し、 思想世 界に お い て の み 自然 の 意義を

強調 す る の は 、 そ こ に 関心 を 寄せ る哲学者個人 の 関心 は 満足 され るの で し ょ う

が 、 現実社 会 の 人 々 へ の 十 分 な説 得性 を欠い た 議論 とい わ ざるを得 ない わ けで

す 。

　確か に 、 近代に 支配 的で あ っ た 自然観 に対する オル タナテ ィ ヴな 自然観 を持

ち出 し 、 そ の 比 較を語 る こ とは 、 無意 味な こ とだ とは 思い ませ ん
。 例 え ば 、 東

洋 的な 自然観 を合 わせ 鏡 に す る こ とに よ っ て 、 そ の 中に い て は 気が つ か ない 、

近 代 に支配 的 で あ っ た 西 洋的 な 自然観 の 矛盾 や欠 陥を 際立 た せ る こ と も、 そ れ

な りの 価値 は ある の だ と思 い ます 。 そ の 議論 は 、広 く 自然の 尊重 に資す る議 論

を啓 蒙 ・啓発 す る とい う点 か ら して も、それ な りの 意 味の あ る こ とだ とは 思い

ます 。 そ うした啓蒙的 ・ 啓発的議論 を提供するこ とに よ っ て 、 自然 に 関心を向

け る人々 も出て くるだ ろ う、 長い 目で 見れ ば 、 それ は、や がて は 社会や 、 ひ い

て は 歴史 に も何 らか の 影響を与 え る こ とに もな る だ ろ う、 哲 学 とい う学 問 は 、

即物 的な技術 な どを直接 的 に話題 に する よ り、
「無用の 用」 とい うか 、 も う少
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しア ガデ ミ ッ ク な言 葉を使 え ば 「原 因 の 原 因」 を探 る とい うか 、 もっ と引い た

とこ ろ で 議論 をすれ ば い い の だ 、 ま た 哲学 とい う学 問 は 、そ もそ もそれ しか で

きない 、 そ うい う考え方 を取 る人 もい るか も知れ ませ ん 。 あ るい は 、哲 学 とい

う学問 も、今で は文 献学 の よ うな 個別 科学 の
一

分 野な の で 、 ヤ ス パ ー ス は こ っ

い っ た 、
ハ イデ ッ ガー

は こ うい っ た とい うよ うな 「哲学学 （Philosophiologie）」

とい う分野 で 成 り立 つ 議論 をすれ ば 、 それ で い い の だ 、 そ うい っ た 考 え方 を取

る人 もい る か も知 れ ませ ん 。 勿論 、 哲学学に 専心 しなけれ ばな らない 修学の 時

期 とい うもの もあ るわ け で 、 き っ ち と本を読み 、 きち っ と事を理解す る 、 術語

を きち っ と消 化す る 、 こ うい っ た 仕事 を決 して 軽 ん じて は な らな い わ け で すが 、

しか し私 も大分年 を取 りま し て 、 そ う悠 長 に 構 え て い るわ けに は い か な くな り

ま し て 、 ま して 大震 災の よ うな 出来 事 を め ぐ る問 題 の 深刻 さ に ぶ つ か る時 、私

た ちは 、 思想を思想 と して 説 明す るだ け で い い とい うこ とで は 済ま され な い と

思 うの で すね 。 今 日の 問題 の 深 刻 さは 、 自然が 死 に 、機 械が 残 る 、 そ して そ れ

だ けで は な い
、 敢 え て い え ば 、 地 球工 場化 され た機械 もま た 瓦 解 して しま うか

も しれ な い とい うリア ル な構 図 の 中で 、
こ れ を前提 と して 語 る必 要 が あ る 。 何

故 な ら 、 グ ロ
ー バ ル 化 した 世界 史的世 界が 成 立 して い る今 日の 状 況 にお い て は 、

こ の 東洋的 自然観 が 指 し示 す 自然 とい う事態が仮 に何処 か の 位相 に成 り立 っ た

として も、
そ の 状 態 を独 り世界 史的世 界の 埒外 に お く こ とを許 さない か らで す 。

やや 皮 肉 を込 め て い えば、 瓦 礫 が は び こ る世 界の 中に 如何 に 美 しい 箱庭 を こ し

らえて も 、 そ の 箱庭は 、 晩 かれ 早 か れ 瓦礫 の 侵 食に呑 み 込 ま れ て い っ て し ま う

こ とで し ょ う。 そ れ が世界 史的世界の 本質 とい うこ とだ と思 い ます 。
ビル ・ゲ

イ ツ だ けで は あ りませ ん 、 ヒ マ ラヤ の 隠遁行 者 も埒 外 で はな い わ けで す 、誰 も

彼 もそ の 枠組 み か らエ ス ケ
ー プ し 、 そ の 枠組み の 外 に跳び出 る こ とは 出来ない

わ けだ し 、

ヘ
ー ゲル の 言葉 「こ こ が ロ

ー
ドス だ 、

こ こ で 跳 べ 」 で は ない で す が 、

こ の 枠組 み の 中で 成 り立 つ 議 論 で な けれ ば、 リア ル な意味 を もち得ない か らで

す。

　そ の 意味にお い て 、 デ ッ サ ウエ ル の 技 術哲 学 は 、 簡 単 に技術批判をす ませ て 、

安易に 自然回帰 をね ら う態度 に 立 つ もの で は な く 、 む しろ技術 を神 の 世界創造

の 人 間 に よ る継承 、 続 行 、 即 ち 「更 な る創 造 （Weitersch6pfung）」 と捉 え、技術
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の 働 きに ある種の 宗教的意義 さえ も認 め て
、 最後まで 技術の 可 能性 を肯定的に

探 ろ うとす るの で すね
。 デ ッ サ ウエ ル の 関心 と思索は 、 通 常の 哲学を専攻す る

人士 とは方 向を異に して い るの か も知れ ませ ん が 、 被 の 技備哲学の 方が 、 よ く

関 く技衛に よ る 自然破壊論 よ りも、 遥か に歴史や社会に貢 献す る議論 の よ うに

私 に は 思 われ る わ けで す 。 デ ッ サ ウエ ル は 、 「技 術 は神 との 接 触 で あ りe 技術
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （15）

を通 して神 の 創 造的精神 は 人 類 の 朝 な る現代 に入 来す る」 と さえ い っ て お りま

す 。 そ して 、 そ の 『技術 の 哲学』の 序論 にお い て は 、 こ の 書 を執筆す る意図 が

次 の よ うに 謳わ れ て い ます 。
「本 書 は 、 多様 な読者圏 に 向 け られ て ゐ る 。 即ち 、

哲学者 に は 、 彼 等が 技術 にそ の 注意 を向 ける た め に 、 技術 家に は 、 彼等が 自己

反省 、 即 ち哲学に到 達す るため に、 また 文化人 に は、彼 等が 技術 の 本 質 、 そ の

秩序 、 その 意義 、 その 価値、 そ の 理 想主体を認識 し 、 彼等が単に外的に所有 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （16＞

て ゐ る も の を遂に 内的 に把握す るた め に」 と。

　 ど こ まで 、 私 が技衛にっ い て 言 え るか ど うか 分 か りませ ん し 、 今 fiの 話 も、

輝 か しい 未来 を提示 す る な どとい うこ とに は とて もい きませ ん 、 い や 、 それ 以

前 に 皆 さん に そ もそ も納得 して 頂けるか ど うか も分か りませ ん 。 しか し 、 こ の

よ うな時代 で あれ ば こ そ 、 あま り議論 され ない 技術 とい うもの を真 正 面 か ら考

えて み る 必要が ある こ とだ けは 、 は っ き りとい え る よ うに 思 うわ けで す 。 ま た 、

時代状況を問わず 、 何か若い 方に も真剣に技術哲学 とい うもの を考えてみ る価

値が あ るの だ とい うこ とも理解 して 頂きた い とも思 うわ けで す 。

　 二 番 冒に進 み ま しょ う。   f技術 とは ある 目的の 達成の た め に 、 い くつ か の

手 段 を挿入 す る こ とに よ っ て 発 生す る」。 例え ば 、 重 い 荷物を運 ぼ うとす る 目

的の た め に は 、素材 の 認識 と素材 の 活用 が 必 要だ し、 更 に は それ らの 組み 合 わ

せ に よ っ て 作 られ た 台座 が 必 要 だ し 、 挺 子 も 、 車輪 も 、 車軸 も必 要 だ し 、 とい

うよ うに 。 そ の 意味で 、 技 術が 成 り立 っ た め に は 、 先ずは 自然 とそ の 法則 を認

識す る こ とが前提 と して あ る 。 それ は そ うで し ょ う、 飛行機は 、 自然状態には

なか っ た もの で す が 、 自然現象 ・自然法則 に反 した もの で あ るな ら 、 空 を飛ぶ

こ とは出来ない わ けで すか ら。 しか し 、 現象 と法則を認識する に止 ま るだ けで

は技術 は 生まれ ない
。 技術が 生まれ るた め に は 、 自然 とそ の 法則の 中か ら何 か

を F発 明的に直観 （Edindungsschau）」 し、 更に は発明的 に発見す る努力 、 そ し
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て こ れ に何 か を 付与 す る加 工 と 、 重 い 荷物 を運ぼ うとす る 目的 に 向けて の 全契

機 の 統
一 的結合 が 必 要 なの で す 。 ヤ ス パ ー

ス が い うよ うに 、
「技術 は 、悟性 の

働 きに 立脚す る 。 す なわ ち 、 もろ もろの 可能性 の 予感 や推 測 と結び っ い た考量

　 　 　 　 　 　 （17）

に基づ い て い る」 とい うこ となの です 。

　た だ 、 そ の 時注意 すべ き こ とは 、 特 に技術 の 場合 、 そ の 悟性 の 働 きが
一

人 に

よ っ て 代表 され る もの で は な く、必 ず不 特 定多数の 人 々 に よ っ て 担 わ れ る働 き

とい うと こ ろに あ り 、 人 々 の 働 きは 、 こ の 時、 こ の 時代だ けで はない
、 必 ず時

間の 経過 の 中で 現実化 され る とい うと こ ろ に あ ります 。 デ ッ サ ウエ ル もこ うい

っ て い ます 。
「デ トロ イ トにお ける ヘ ン リ ・フ ォ

ー ドの 自動車 工 場 の
一

っ の 組

み 立て ベ ル トか ら、 十分 の
一

ミ リメ ー トル まで 正 確 に な っ て ゐ る何千 もの 個々

部 分か ら成立 して ゐ る完製自動 車が 、
一

日に五 百 台出て く る とすれ ば 、 そ れ に

先行 したす べ て の もの は 何 だ ろ うか ？　思惟 と実現 との 過 程 の 充満 、 個 々 の 発

明 、 方法 の 翻 の 集団 汲 び研 究 の 大集 団 で あざ1  で す か ら、技 術は 、
・寺

間的過 程の 中で 、必 ず 工 夫 ・改 良の 対 象 に な り 、
こ の 過程 は 今後 も継 続 して い

くわけで す 。

　ただ 、
こ の 過 程 は 、 継続 して い くわ け で は あ ります が 、 継続だか らとい っ て

、

常に 「連続的 （stetig）」 に ばか り進行す る もの で は あ りませ ん 。
「非連続 的 （un −

stetig ）」 に 飛 躍す る場合 もあ りま す 。 あ る い は 、 全 く違 う方 向 か ら突 然 、 時 と

して 偶然 、進 入 して くる とい う場合 もあ ります 。
こ れ は 、 デ ッ サ ウエ ル もい っ

て い る こ とで す が 、 空 を飛 び たい とい う 「人 間の 飛 行 は 鳥 の 飛行 を遥 か に 引離
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （19）

し、 歴 史的 に動 く翼 が放 棄 され た とき初 めて 成功 し た 」 もの で した。 つ ま り、

ライ ト兄弟 の 飛 行機 は 、 ギ リシ ャ 時代以 来続 い た 鳥の 翼 の 模倣 か ら飛躍 し 、 解

放 され た と こ ろ に生 ま れ た とい うこ とです 。
ス リ

ー M が ポ ス ト ・イ ッ トを開発

したの も 、 強力 な接 着剤 を 開発す る過程 の 中に突然 ・ 偶然に 進入 した 出来事 で

した 。 あ る技術の 開発過程 に お い て 、 突然乃 至偶 然に どこ か らか リン ゴ が 降っ

て くる こ ともあ るわ けで す 。 イ ノベ ー
シ ョ ン とは 、 常に そ うした もの か も知れ

ませ ん 。 ヤ ス パ ー
ス は 、 『現代の 精神 的状 況 』に お い て 、

こ うい っ て い ます 。

「技術 的機構 がす で に 、 そ の もの と し て は 、 決 し て 完結 す る こ とが で き ない の

で あ罰
o）

と 。 それ が 、 技術が発 展 して い く所以 で もあ りま し ょ う。
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　従 っ て 、   「技 術は 更 に 、 あ らか じめ建 て られ た 目標の 達成の た め 手 段 を 作

り出す だ けで は ない
。 技術が 作 り出す もの は 、 そ の 発 明 が な され た際に は 、 そ

れ を も っ て 更 に 、 そ の 先何 が造 り出 され うるかを誰も知 らぬ よ うな形 成物な の

で あ る」 とい うこ とに な る わ けです 。
つ ま り、技術は 、 第

一
次的 な創作者 の 手

を離れ て い く運 命を も っ て い る の で す 。 従 っ て 、 当然 こ の 過程 は 、 大 き な枠組

で い え ば 、 人類史の 過程 とい うこ とに な るの で すか ら、 こ の 過程に は様 々 な諸

要素 が作用 す る こ とに な りま す 。 例 え ば、 こ の 過 程 に は 、熱烈 な 中世 ゴ シ ッ ク

主義者 で あ っ た ジ ョ ン ・ラス キ ン が 尊敬 した よ うな 大聖堂 の 建築に 参与 した名

もな い 石 工 達 もい れ ば 、歴 史に名 を残 すル ネ ッ サ ン ス 期 の 天 才達 もい るわ け で

すが 、特 に近代技術 が創 出 され 始 め て か らは 、 そ の 中で も最 も重 大な要素、 無

視 出来 ない 要素 は 、経済的諸要因 で あ りま し ょ う。 技術 と経 済 とが結合 した か

らこ そ 、近 代は 相互 に あれ ほ ど大規模 な近 代技術 と近 代経 済 を産み 出 し得 た わ

けで す。 しか も、そ の 諸要因は 、 経済機構が抱 え もつ 技術者個 人 の 新技 術創 出

の 意図 とい うよ り も、 その 技術者 の 活 動 を動機 づ け 、 方 向づ け、 そ の 企図 を支

援 ・支配す る経済機 構そ の もの で さえあ ります。 先 ほ ど も申 しま した よ うに、

技術は 、 人 間が 生活 目的 を実現 す るた め の 方 法 で あれ ば 、 それ 自体価値 を生 み

出 し 、 そ うで あれ ば市場経済が そ れ を放 っ て お くはずが なく、 最大 の 関心事 に

な ら ざる を得な い か らで す 。 しか も 、 今 日の 市場経済は 、 国民経済や ブ ロ ッ ク

経済 で は と うに な く、 グロ
ーバ ル 化 し た世界経済 の 様 相を呈 して い るわ けで 、

こ こ に 近 代技 術 は 、 従 っ て ど う して も第
一

次的 な創作者が 想像 も しなか っ た

「機 構 （Apparat）」、 今 日で い えばグ ロ
ー バ ル 化 した機構 を作 り出す方 向 へ と歩

を進 め る可 能性 を も っ て い る とい わ な けれ ばな りませ ん 。 で すか ら 、 技術 的行

為の 合理性 が経済機構 に よ っ て 、 こ の よ うに して 制 約 され て い る とい うこ とは
、

マ ル クー ゼ を初 め とす る 20世紀後半 の 哲学者 の ほ ぼ共 通認識 とい っ て い い で し

ょ うが 、 私 もこ の認 識 を 肯定す るもの です 。 た だ 、 誤解の ない よ うに申 し添 え

ま すが
、 私 は 、 こ の 経済機構 を 、彼 等 フ ラ ン ク フ ル ト学派が もっ ぱ ら批判 の 矛

先 をむ け た 資本 主義 経済 とばか り考 え ませ ん
。 む しろ近 代経済 の

一
層の 徹底 と

も言 え る社会主 義経 済 も含め て 、 近代 の 経 済機 構そ の もの が そ うした 方 向で 作

用 して い る と考え な けれ ばな らない と思 っ て い ます 。
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　 そ の 意味で 、 ヤ ス パ ー ス の 経済機構 を先駆 的に視野 に入 れ た   の 指摘 、
「近

代 技 術 的世 界 の 発 生 に は 、 自然科学 、 発 明精神 、 労働組織の 三 者が 、 緊密に 連

関 し て い る。 こ れ ら三 要素 に 共 通 な の は 合理 性 で あ る 。 三 者の どれ もが 単独 で

近 代技術 を実現で きなか っ た」 とい う見解 は 、卓 見 なの で あ っ て 、 そ の 見解 の

射定は 、彼等 よ りもよ り
一

層根源的 で ある と言 えま し ょ う。 特 に 近代技術 は 、

正 に こ れ らの 連繋の 中の 産物 なの で す 。 こ うして 、 こ の よ うな技術の 歩み の
一

つ の 帰結 と して 、 ヤ ス パ ー ス が   を強調す る に 至 る こ とは 、
「必 然 の 結果」 で

は あ りませ ん が 、 ま こ とに 「当然 の 結果 」 の こ と とい うこ とが 出来ま し ょ う。

　  「技術は 環境界 に お け る人 間の 日常生活 を徹底 的に 変革 し 、 労働方式や社

会 を し て 新 た な 軌道 を と ら ざる を え な く し た 。 す なわ ち大 量 生 産 方 式 が と られ 、

社会全 体 の 生活 を技術 的 に 完成 され た機 械 へ と変 え 、 全地 球 あ げて 単一
の 工 場

と化 した 」。
こ れ が 、 近代 技術 の 辿 りつ く

一
つ の 、 あ くま で も

一
つ の で す が 、

帰結なの で あ りま す 。
こ の 事実は 、 余程深刻 に受 け止 め て お か な けれ ば な りま

せ ん
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IV

　 しか しなが ら、 こ れ が 技術 の 辿 りつ く
一

つ の 帰結 だ か らとい っ て 、 そ れ で 済

ませ て い い とい うわ けに は い か ない わ け で 、 従 っ て こ れ で 技術論の 結 論 とす る

わ け に は とて もまい らな い わ け で す 。 何故 な ら、 私達 の 生 活 も 、 私 達 の 存在 も、

単
一

の 工 場の 機械 部品 の 消耗対象 と して終 わ らせ て い い わ け で は な い わ け です

し 、 ま た こ の 工 場そ の もの も 、 優良生産 と優良商品の 安定 した 工 場 と して 私 達

に 恩恵ばか りを もた ら して くれ るわ けで もどうもな さそ うで す 。
い や 、 それ 以

前 に 、 こ の 工 場 自体が 何 時まで 適切 に機能す るか ど うか も判 らない か らです。

多 くの 人 々 が 安全 だ と して 、 建設 し 、 稼働 させ 、
ク リ

ー
ン エ ネル ギー

と し て そ

の 恩恵 を享受 して きた 原発 の 破綻は 、 そ の 工 場 の 危 うさ を如 実に 見 せ つ け た 出

来 事で あ っ た とい え ま し ょ う。

　やや 、 話は わ き道 に それ ます が 、 ヤ ス パ ー
ス は 、 『原 子 爆弾 と人 間 の 未 来』

を書い た 1958年段 階 にお い て 、 核 問題 に つ い て 、 特 に 次の 二 点に つ い て 深 い 憂

慮 を表 明 して い ま す 。

一
つ は 、 早 晩 起 こ っ て くる核拡 散 問 題 で す 。 先ず 、 米 ソ
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に 続 こ うとす る英仏 の 核 兵器保有化 、 次に 外国 の 技術者 を誘致す る こ とに よ っ

て 、 それ 以 外の 諸 国 に核 兵 器 開発 が広 が る危険性 、 ま た 近年 北 朝鮮や イ ラ ン や

パ キ ス タ ン で 現 実化 され た わけ で す が 、 小 国 の 賭け に 出 る絶望 的冒険 主 義に よ

る核兵器 保 有 、 そ して 今 日で は テ ロ リス トとい っ て もい い で し ょ う、 自分を破

壊する こ と も 、 他 人 を破壊 す る こ と も平気 な ニ ヒ リス トに よ る核兵器保有。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （21｝
「そ うな る と 、 世界 は なお ま っ た く別 の 形 で 火 山の 上 で 生 き る こ とに な る」 と

彼 は 予言 して い ます 。 も う
一

つ は 、 核 エ ネル ギー とそ の 管理 の 問題 で す 。 原 子

エ ネル ギー
は 、 石 油 ・石 炭の 地 下資源 の 数十年乃至 数 百年 の 枯 渇 に代 わ る新 し

い 可 能性 を もた らすが 、 しか し住民の 安全保 障の 必要 が 生 じ る技術 で あ る とい

う点が残 る 。 従 っ て 、 原子 エ ネル ギー の 管理 を徹底す る必 要 が あ るが 、 如何 な

る民間会社 も不可能 で あ り、 それ を為 し得 る もの は 、 国 家の み だ 。 た だ 、 彼 は、

こ う言 っ て い ます 。
「ひ とは 、 今 日で は まだ もろ もろ の 可能性 を あ ま ね く見 と

お す こ とが で きな い
一

中略
一 われ われ の 時代か ら 、 将来におい て 、 人類 の 終

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （22）

末 が 人 間の 諸行 為 に よ っ て 生 じ る危 険 は もはや 決 して 消失 しない で あ ろ う」。

今 日、 1Eに彼 の 予言 が 現象 して い る とい っ て い い で しょ う。

　 こ の よ うに 、 兵器 に しろ 、

エ ネル ギー
使用 に しろ 、 核 問題 を抱 え て 、 しか も

全地 球 あげて 運命共同体的 な単 一
の 工 場 とい う景観を 呈 し、 しか もこれ が 瓦解

す る とい うこ とに な るの で あれ ば 、 それ は 、 文 明 の 死 、 世界 史の 死 を意 味す る

こ とに な りま し ょ う。 で す か ら 、 繰 り返 して い うよ うに 、 こ の 先が 本 当の 難 問

なの で す 。

　そ こ で 、   と  の ヤ ス パ ー ス の 見解 に話 が 及 ぶ わ け で す が 、 この ヤ ス パ ー ス

の 見解は
、 人類の 未来を考える 時 、 極 めて 重大な示唆を与 えて くれ る もの で あ

りま し ょ う。 た だ 、 そ の 視点 を活 かす た め に も 、 私 か ら見ます と、 彼 の 論理 構

成 と事実認識 にっ い て 、 もう少 し注意深 く見 まわ し て お か な けれ ば な らない こ

とが あ る よ うに思 い ます 。

　まず 、   の 記述 ですが 、
「技術の 指導は 技術 自身か ら見い だす こ とは で きず 、

そ れ は 自覚的なエ トス か ら求め られね ばな らぬ の で ある 。 人 間 自身が 指導 に 立

ち帰 らね ばな らぬ
。 人 間は 自己 の 欲求 を明確 に し 、検討 し、 もろ もろの 欲求 間

の 序列 を判 然 と させ ね ばな らな い 」。 こ の 見解は 、 ま こ とに その 通 りだ と思 い
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ます し、今 後 の 技術 問題 を考 える 時の 欠 くべ か らざる視 点 とい っ て い い で し ょ

う。 しか し 、 前段 の 「技術 自身 は何 らの 目的 も含まぬ か ら 、 技術は あ らゆ る善

悪 の 彼 岸な い し以前に あ る 。 技術は禍福い ずれ を も主人 と して 仕 え る こ とが で

き る 。 技 術 は両者 に対 しそ れ 自体 中立 なの で あ る」、 これ は、 本 当なの で し ょ

うか 。

　 ま た 、   の 記 述 で す が 、 「重 大 なの は 、 人 間が 技術 か ら何 を作 り出す の か 、

何 の 目的で 人 間は 技術 を用 い る の か 、人 間が 技術 をい か な る制 約下 に置 くの か 、

で あ る 。 技術 に 支配 され るの で は な く 、 技 術 を支配 す る人 間 とは 、

一
体 どの よ

うな人 間で あ る の か 、 技術 を支配 して 人 間 は結局 い か な る存在者 と して み ずか

らの 実 を示 す の か 、 こ れ が 問題 な の で あ る 。

一
中略

一
技 術 が 人 間 の 意向 か ら

解 き放 たれ て 、 怪 物た ち の 手 で 狂暴性 を発揮す る 、

一 あ る い は 人 間を含め て

全 地球 が 巨大 な工 場の 材料 に す ぎな くな り 、 全 体は ひ とつ の 蟻塚 の よ うに な っ

て 、 い っ さい を 自己 の
一

部に 取 り入 れ て しまい
、 か ろ うじて 生産 と消費 の 循環

と して 、無 内容 な出来事の 空 廻 りが 残 る 、 な ど とい う事 態は あ り うべ き こ とだ

ろ うか ？　 悟性 は こ れ を可能 で ある とす る か も しれ な い
。 しか し

一
中 略

一
思

想 の み が 技術の 支配 者 とな るの で は ない 。 人 間が 生 きる 根 本的 に 新た な諸条件

の も とで 、 人 間 は い か な る形 で 自己 の 可能性 を 与 え られ て い る か 、
こ の 問 題 は

現在な らび に 来る べ き数世紀 の うちに 、 世界史的規 模 で 決着をつ け られ る で あ

ろ う」。
こ の ヤ ス パ ー ス の 発 言 は 、 極 め て 適切 で 、 真剣 で 、 重要 で あ ります 。

こ の 文脈を冷 静 に詳 らか に す る こ とに 、 私 は 、 技術 とい うもの を決 して 否 定す

るの で は な く、 技術 とい うもの を新 しい 人間 の 「投企 （Entwurf）」 に 結びっ け

る裂 け 目が あ るよ うに 思 うわ け です 。 です か ら、 こ の 見解 に最後ま で 執着 した

い と思 い ます 。 が 、 しか し 、 そ の 前段 の 「技術 は単 に手 段 で あ っ て 、 それ 自体

善で も悪 で もな い 」、
こ の ヤ ス パ ー

ス の 認 識 は 、 正 し い の で し ょ うか 。

　ち ょ っ と振 り返 っ て み ま し ょ う。     の 文章 にお け る技術の 本 質規 定は 、 こ

うで した 。
「技 術 とは 、 人 間生 活 の 形 成 を 目的 と して の

、 科 学 的人 間 に よ る 自

然支配 の 営み を い う」。
「技術 とは あ る 目的 の 達成 の た め に 、 い くっ か の 手 段 を

挿入す る こ とに よ っ て 発 生 す る」。
つ ま り 、 技術 を 目的 に 関わ る事柄 だ とい っ

て お きなが ら 、     で は 、 技術 は、何 らの 目的も含まな い とい う、 ま た 単 に 手
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段 で あ る の だか ら 、 善で も悪 で もない
、

つ ま り価値性 か ら免れ て い る とい う。

これ は 、 説 明上 の 矛盾 の よ うに も聞 こ えて くるわけです 。

　 い や 、 そ の 読み 方は 正 し くは ない の だ 、慎重 に こ う読 まな くて は い け ない と

い う言 い 方 も出来 るか も しれ ませ ん 。
つ ま り、 ヤ ス パ ー ス の い う 目的実現 の 主

語 は 、 人間 に あ り、技術 そ の もの に ある わけで は ない の だ と 。 だか ら 、 技術が

目的をもつ わけ で は な く 、 技術を使用する人 間が 目的を もつ もの な の で あ り、

技 術そ の もの は あ くま で も手 段 に 止 ま り 、
こ の 意味で 技術 は 、 目的 に と っ て は

ニ ュ
ー トラル で 、 そ れ を人 間が 自分の 生活 目的の 実現の た め に 活用 する に 過 ぎ

ない
。 しか るが故に 、咎があ る とすれ ば 、 それ は使 用者に あ るの で あ っ て 、 技

術は 、 善悪 の 彼岸 に あ る 、 こ う解釈す べ きだ とい う読解 も成 り立 つ よ うに も思

い ます 。

　 しか し 、 仮に そ う文 章を解釈 して も、疑 問が湧 い て くる わけで す 。 確か に 、

常識 的 に考えれ ば 、人 間がナ イ フ を食事 に 使 うか
、 殺人 に使 うか に よ っ て技術

は 善 と も悪 と もな り 、 技術 自身は 、 価値 に 対 して は 中立 で あ る とい う言 い 方は

出来 る で し ょ う。
こ の 言 い 方 は 、 常識 と して は解 るよ うに も思 い ます 。 しか し 、

こ の 見解は 、 まだ 素朴 な技術論の 範囲 に止 ま っ て い る よ うに私 に は 思わ れ ます。

16世紀 、 メ デ ィ チ 家の カ トリ
ー

ヌ に よ っ て フ ラ ン ス に持 ち込 まれ た ナ イ フ とフ

ォ
ー

ク に よ っ て 、 そ の 後の 西 洋人の 食卓の マ ナ ー そ の もの を 、 とい うこ とは人

人の 振舞い 方や意識 を変 えた とは 、 よ くい われ る こ とで す。 グー
テ ン ベ ル クの

活 版印刷術 も、 技術 が 大が か りに 人 間の 意識 を変 えた最 も象徴的な例 で あ りま

した 。 印刷技術 の 発明 が なけれ ば、 「sola一丘de（信仰 の み ）」、 「sola−gratia（恩 寵の

み ）」 と並 ぶ 、 あの ル タ
ー

の 基 本信 条 「sola −scriptura （文献 の み ［聖書の み ］）」は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛23）

時代に対 す る絶大 な影響力 も もた な か っ た で し ょ う。 魅力 的な 文 化史家 工 一 ゴ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （24）

ン ・フ リ
ー

デル が 「グー
テ ン ベ ル ク人種 が ゴ シ ッ ク人種 に勝 ち誇 る」、 そ うい

っ て 、 中世 を脱する近代人 の 意識 の 形成に 不可欠 で あ っ た 印刷 技術 の 果 た した

役割 を強調 した 所以 で す 。

　 今 日か ら見 る と素朴 な技術 に して そ うなの で すか ら、 こ の 技術 が 更 に 発 展 し

て 、 単な る 「道 具的技術 」 の レ ベ ル に 止 ま らず 、 「機械 的技術 」 の レ ベ ル に な

っ て きま す と、放 っ て お けば 、 あ くま で も放 っ て お け ば で す が 、 そ の 「自動性
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（automatism ）」 に の っ と り 、 人 間 の 主体性 を無化 す る方 向 に さ え働 き始め る の

で あ ります 。 例 え ば 、 ス コ ッ プは 、 人 間が 使 わ な けれ ば、動 きは し ま せ ん 。 し

か し 、 技術的機 構 は 、 人 間の 主体 な どに は お 構い な し に オ ー
トマ テ ィ カ リ

ー
に

作用す る こ とに なる わ けで 、 こ の 進展 の 過 程の 中で 、 技術 を作 っ た主体 と して

の 人間 と人 間に よ っ て 作 られ た客体 と して の 技術が 転倒 して 、 今度は 技術 へ の

人 間の 奉 仕 に逆転す る可能性 を孕 ん で い る とい わな けれ ばな らない わ けで す 。

そ の こ とは 、 ヤ ス パ ー ス も 『現代 の 精神 的状況』の 議論 以 来、 十 分指摘 して い

た はず で 、 そ うで あれ ば 、技術 は 、 無 色透 明 な ニ ュ
ー

トラル な産 物 な ど とい う

もの で は な く 、

べ っ た りと 目的や 価値 を刷 り込 ま れ て い る、 そ うで な けれ ば 技

術 が 自動性 を もっ て 動 き始 め る な どとい う表現 さえ成 り立 ちは しは し ない で は

あ りませ ん か
。

い や 、 それ ど こ ろ か
、 技術 が 当の 人 間 自身 の 意識 や 行 動 や 目的

を方向づ け る主体 た り得 る とい うこ と さえあ るの で あれ ば 、 技術が価値性や 目

的性 か らま ぬ が れ て い る な ど とて もい えな い わ けで す 。
ス テ ィ

ー ブ ・ ジ ョ ブ ズ

は 、2001年 、 「ipod の 開発 は 、 音楽 の 聴 き方 だ けで な く 、 音楽業界 全体 を変 え

て し ま っ た 」 と豪語 しま した 。

　そ う考 え る と、技 術が あ らゆ る 善悪 の 彼 岸 な い し以 前 に ある 、 単 に 手段 で あ

っ て 、 それ 自体善 で も悪 で もな い と 、 議論 を簡 単 に処 理 す る こ とが 出来 る もの

で は な く 、 そ の 経緯 に つ い て も う少 し思い を め ぐ らせ て み るべ き こ とが あ る よ

うに思 うわ けで す 。 で すか ら 、 先ほ ども同様 の 趣 旨の こ とをい い ま し た 。 技術

は 、 そ れ 自体、 正 に 価値や 目的を もっ が故 に 、 市場経済の 最大の 関心 事 とな る

の だ と 。
ハ

ー バ ー
マ ス は 、 マ ル ク

ー ゼ の テ ー ゼ 「技術の 利 用 で は な く 、 技術そ

の も の が す で に （自然 と人 間 に た い す る） 支配 で あ り 、 方法 的、 科学 的 、 功利

的 、 打算 的 な支配 で あ♂ を重 く撒 ま した が 、 私 か ら見 て も 、 こ の 見解は 決

して過剰 とは思 われ ませ ん 。 ひ とまず 、そ うい うこ とをい っ て お きた い と思 い

ます 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 V

　ま た 、 も う
一

つ 、 技術論 をす る場合 、 考 えて お か な くて は な らな い の は 、 科

学 との 関係 です 。 ヤ ス パ ー ス は 、 近代科学 の 本質に つ い て 重 要 な指摘 を行 っ て
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い ま す の で 、 まずそれ を紹介 して お きま し ょ う。
「あ らゆ る科学は方法的 で あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （26）
り 、 範 疇に お い て 思惟 し 、 そ れ ぞれ の 特殊 的認識 にお い て 必 然的 で あ る」。 私

は 、
こ の 短い 言葉の 中に近代科学の 本 質特徴 が よ く表れ て い る と思 い ます 。

つ

ま り 、 科学 とは 、 方法 的認識 で あ り、範 疇的思惟 で あ り 、 しか る が故 に方法的

に 呼び 出 され 、範疇的 に整 え られ た限 りの
、 そ の 意味で

一
定の 特殊 的認識 にお

い て 必 然 とい い 得 る真理 だ とい うこ とで す 。
た だ し

、
こ こ は 、 やや慎重 に い わ

な けれ ばな らな い の で あ っ て 、 次 の こ とを付 言 して お か な け れ ば な りませ ん 。

即 ち 、
こ の 特殊的認識 は 、 同

一
の 方法 的認識 と同一

の 範疇的思惟 を採用す る限

りに は 、 誰が 行 っ て も 、 然在 る 、 ある い は然成 る と強制的確 実性 を もっ て 認識

者に 迫 る普遍 妥 当性 を もっ た真 理 とい うこ とな の で す 。 ヤ ス パ ー
ス は、 こ うい

っ て い ます。 「理 解が どの 人 の 悟性 か ら も必 然的 に 経験 され うるか ら 、 科 学的

認識 は 普及 され 、 そ の 際意味 の 点で あ くま で 同
一

で あ る
。

一
致 とい うこ とが普

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （27）
遍 妥 当性 の し る しで あ る」。

　フ ラ ン シ ス ・べ 一 コ ン とル ネ ・デカ ル トは 、 正 に こ の 方法 的認識及 び 範疇的

思惟の 原型 を確 立 した とい う意 味で
、 模範的 な近代科 学の 理論 的基礎 づ け者 で

あ りま した。 即 ち 、

ベ ー
コ ン は 、 実験的観察を具体 的方 法 と した 帰納的推理 に

よる合理的 実証 を科 学的行為の 中心 に 据えま した し 、 デカ ル トは 、 数理 計算を

具体的方法 と した演繹的推理 に よ る合理 的予見 を科学 的行 為の 中心 に据え ま し

た 。 近代科学 が力 をも っ た 根拠 は 、 こ の 実験性 と数理性 、帰 納性 と演繹性 、 実

証性 と予 見性 の 統合 に あ る と見 て 間違い ない で し ょ う。 とい うこ とは 、
こ れ を

そ の ま ま裏返 せ ぱ、近 代科学が獲得す る真理 とは
、

一
方 実験的方法を通 じて 呼

び 出 され た 限 りの 真理 で あ ります し 、 他方数 学的範疇に基 づ い て整 理 され た 限

りの 真理 とい うこ となの で あ ります 。 その 意味で 、 実験的方 法で あれ 、 数学的

範疇 で あれ 、
こ れ らを採 用 す る限 りに お い て 、 共 に 近代科学 の 認 識 と思 惟は 、

常に
一

つ の 操 作 なの で す ね。
つ ま り 、 科学的態度の 本質は 、 こ うした認 識 と思

惟の 操作性 にある とい わなければ な りませ ん 。

　フ ィ リ ッ プ ・ J ・ デ ー ビ ス とル
ー ベ ン ・ヘ ル シ ュ とい う二 人の ア メ リカ の 数

学者 が 『デ カル トの 夢』 とい う面 白い 本 を書 い て い る の で す が 、彼等 は 、 数学

的 な知 的活 動 の 過程 で 、 現 実は 「強 い られ た 数 学 的現 実」 とな り、 現実 か ら
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「意味 の 喪失 」 と 「意味の 根 絶」 が 起 こ る とい っ て い ます が 、 至言 とい っ て い

　 　 　 　 （28〉
い で し ょ う。

つ ま り 、 最 もス タテ ィ ッ ク な認識 と思 われ る数学 的認 識 で あ っ た

として も 、 数学 的文字の 中に 積極的に 世界 を配列 しなお した とい うこ となの で

す 。 ヤ ス パ ー ス が 「問 い へ の 答 え は 、 ギ リシ ャ 的思惟に お い て は 熟考 と納 得に

よ り行 われ 、 近 代的思惟に お い て は 実験 と進歩 した 観察に よ り行わ れ る 。 研 究

とは 、 古代の 思惟で は 全 く単な る熟考を意味す るにすぎず 、 近代的思惟に お い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （29）

て よ うや く
一

つ の 行 為を意味す る よ うに な る」 とい っ て い ま すが 、 私 もま こ と

に そ の 通 りだ と思 い ます 。
こ う考 え て み ます と 、 実験的観察で あれ 、 数学的思

惟 で あれ 、 共 に 対象に働 き か け る積極 的な行為 なの で す 。 逆 に い えば 、 積極 的

な行為の 内容 が 、近代 科学に お い て は 実験 的観察 で あ り、 数学的 思惟 で あ る と

い うこ となの で す 。

　た だ 、数学 を基調 に した範疇的思惟 を 、 如何 に 操 作 とい っ て も、 そ れ は 「思

弁 的操 作 （spekulative 　Operation）」 とは い い 得 て も 、 通 常 の 意味 で 、 こ れ を ち

ょ っ と 「技 術 的操作 （tech｛nische 　Operation）」 とはい い に くい
。 しか る に 、 実

験 的観察 、
こ れ こ そ勝義 にお い て 技術性 を欠 い て は 初 め か ら成 り立 ち得ない も

の なの で あ っ て 、
こ の 実験 的観 察 こ そ、勝 れ て 技術的操作 とい っ て い い もの で

あ ります 。 従 っ て 、 実験的観察 こそ 、 近代 科学 とい うもの が 純粋な認 識行為 、

即 ち 「観照的 （kontemplativ）な認 識 」 で は な く 、 技 術 を も っ て 自然 に 働 き か け 、

観 照 し て い る だ け で は 解 らない 自然 の 真 理 を呼 び だ す の だ とい う 、 本 質 的 に

「操 作的 （operativ ）な認 識 」 に あ る とい うこ とを 真 に 証 しす る も の とい っ て い

い で し よ う。

　科学史的 に解釈すれ ば で す が 、 近代科学が興隆 した 18世 紀 、 カ ン トが人 間の

認 識 に 「構 成的原 理 （ein　konstitutives　Prinzip）」 を認 め ざるを得 ない と考え た

背 景に は 、 カ ン ト自身は語 らず とも、 こ うした認識の 操作性 の 意義 を どの よ う

に 考 え た らい い の か とい う 、 極 め て 近代的 な哲学 の 自覚が あ っ た もの と推測 し

て も 、 あなが ち筋違い な こ と とは思 わ れ ませ ん 。 そ う考 えて み ます と 、 技術 は 、

近 代科学 の 認 識 行為 に初 め か ら組み 込 まれ て い る とい わ ざる を得 ない わ けで す 。

私 は 、 そ こ に近代科学の 知 の 本 質的 な 問題 が あ るの で は な い か と思 うの で あ っ

て 、 私が何 を言い たい の か とい えば 、 簡単に言 っ て 、分 裂的 に理 解 され る 「科
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学 と技術」 で もな く、 並列 的 に理 解 され る 「科学 ・技術」 で もな く 、 近代 の 認

識 が 科学 と技術 が 内面 的 に統 合 され た 「技術 的科学」 を本 質 とす る とい う点な

の で すね
。

　そ の 意味 で 、 ハ イ デ ッ ガ
ー

が 次 の よ うに い っ て い るの は 、 私 に は よ く理 解出

来 る とこ ろで す 。
「『近 代技術 （die　mode 　Techinik）』は精密自然科学に支 え られ

る こ とが で き た 時 に こ そ、初 め て 歩 き出 した 。 な る ほ ど 『史学的 （historisch）』

に数 えれ ば 、 そ れ は あ くま で も正 当で あ る 。 し か し 『歴 史的 （geschichtich）』 に

思惟すれ ば 、 それ は真実にふ れ るもの で は ない
。

一
中略

一
その た め に、 近 代

技術が あたか も応 用 自然科学で あ る か の よ うな、 欺瞞の 見せ か けが 成 り立 っ の

で あ る 。
こ の 見せ か けは 、

『近世 科学 （die　neuzeitliche　Wissenschaft）』 の 本性

の 由来や 更 に は 近代技術の 本性 ま で が 、 充分 に問い 確か め られ ない 限 りは 、
い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c3o）
つ ま で も ま か り通 る こ とで あろ う」。 っ ま り、 技 術 は 、

一
方 に お い て は 、 科学

的行為 、 あ るい は 科学的理性 を産み 出した前史、 プ レ ヒ ス トリ
ー

と して 重大な

役割 を果 た して きた もの で あ り、 技術 が なけれ ば科学的行為 、 あるい は科学的

理性 とい うもの 、 ま して 近 代の 自然科学 な ど とい うもの も成 立 しは し なか っ た

わ けで す 。 これ と同時 に 、 技術は 、 ま た他方に お い て 、 単純に科学を産 み 出す

プ レ ヒ ス トリ
ー

とい う
一

方通行 の 方 向だけで 作用 して い る の で な く、 実は 科学

そ の もの の 内実をディ ア レ ク テ ィ ッ シ ュ に 、 弁証法 的に 形成 して い る もの な の

で あ ります 。 で す か ら、 彼 の い うよ うに 、 技術 は 、科 学 の 単 な る応用 な ど とい

う程度 の もの で は ない の で す 。
つ ま り、 ハ イデ ッ ガ ー

風 にい え ば 、 技術 も科学

も 「立 て
一

組 （Ge−stell）」 の 中に あ る 出来事 とし て捉 え られ なけれ ばな らな い

とい うこ とで し ょ う。

　そ うで ある 以 上
、 私達 は 、 科学的認 識 に つ い て も 、 歴 史性 を免れ た ニ ュ

ー ト

ラル な 真理探 究 とい うわ けに は い きませ ん 。 先ほ ど、技 術 とい うもの は 、 ど う

し よ うもな くア ・ プ リオ リに価値や 目的に 関 わる人 間の 営為で あ る とい い ま し

た 。 そ の こ とは 、 ど う見て も疑い 得 ない わ けで す が 、 そ の 意味 で 技術 を媒介 し

て 科 学的認識 が成 り立 つ の だ とすれ ば 、 認識活 動 とい え ども、殊 に 近代 に おい

て は 、 価値性 ・目的性 と無縁に は な り切れ ない わ け で す ね 。 近代科学 は 、 デカ

ル ト以 来 、価値性や 目的性 を排 除す る こ とに よ っ て 客観的 な科学 的認識 を構 築
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して きた と一
般 に は い われ るわ けで すが

、
ア リス トテ レ ス 以来の 価値論 ・目的

論 を払拭 して ス タ
ー

トし 、 発 展 した と思 っ て きた近代科学 もまた 、 最 終的 には

価値論
・

目的論 を排 除 、 無視 し得な い わけ で す よ 。

　更 に 、今 日 、 な お 厄 介 な 問題 は 、 先 ほ ども申 しま した よ うに 、
こ の 価値や 目

的 は 、
正 に 価値 や 目的 をもつ が 故 に 、 市場 経済の 最 大 の 関心 事 とな り 、 そ うだ

とすれ ば 、 技術 的科学 が 、 明 らか に 市場経 済 とい う、 しか もグ ロ
ー バ ル 化 した

経済機構 に よ っ て 収奪 され て し ま うとい うこ とに な る 。
つ ま り 、 対象 とな る事

柄 を研 究す る個人や イ ン ス テ ィ テ ゥ
ー トの 動機や 関心

、 方 法や活動 、 目的や 利

害 を制 度的 に、 また 資金 的に 条件づ けて い るの は 、 明 らか に 経済 的諸要 因だか

らで す 。
こ れ は 、研 究が 経 済的 諸 要 因 に よ っ て 強 い られ て い る とい うこ とで も

あ る わ け で す ね 。 簡 単な話 、 科学的 分野の 研 究や 開 発 を し よ うに も 、 そ こ に 何

が し か の 資本が 投 下 され な けれ ば行 え ない わ けで 、 研 究は 今 日プ ロ ジ ェ ク トと

して あ るわ けで す か ら 、 そ の 意味 で こ うした研 究や 開発 を支援 し振 興す る市場

経 済 が どの よ うな方向 を志向する か とい うこ とに よ っ て 、 科学 が 産 出す る成果

の 内容 も大き く変わ っ て くる とい うこ となの で す 。 です か ら、歴 史 に制約 され

な い 純粋科 学等 とい うもの は 、 これ ま で もあ っ た た め し も、 ま た こ れ か らも あ

る は ず もな く 、 科学 そ の もの が既に 、 マ ル クー ゼ が い う 「一 種 の 歴 史的 投企

（ein　spez 湎 scher 　geschichtlicher　Entwurf）」、 乃 至 ハ
ー バ ー

マ ス が い う 「一 つ の

歴 史的 ・社会 的 プ ロ ジ ェ ク ト （ein 　geschichtlich−gesellschaftliches　Prqjekt）」 で

ある とい う点 です 。 従 っ て 、そ れ 自体 、元 々 ニ ュ
ー

トラル な真理 探求 の 活動 と

い うわ けで はない の で
、

ま して 近 代 科学 が 価値や功利 を生み 出す技術 と結び つ

い て 成 り立 つ 「技術的理 性 （die　techinische　Vemunf し）」 で あ る とい う事実 を 見

る 時 、 科学 に さえ明瞭 に 歴 史性 やイ デ オ ロ ギー 性 が っ き ま と うこ とを見 逃 して

は な らない とい うこ となの で すね 。 で す か ら、 「19世紀 以 来 、技 術 の 科学化 と

い う
一 中略

一
発 展傾 向 が 、 い よ い よ顕 著 な もの と な っ て きた 。

一
中略

一 大

規模 な工 業研 究 に と もな っ て 、 科学 と技術 と体 制 へ の 応用 とが
一

体化 され た。

一
中略 一 技術 的進 歩の 方 向性 、機 能 、 速度 を決定する の は社 会的な利害関係

で あ岬 とい うハ
ー バ ー

マ ス の 認識 は 、 正 しい とい わ なけれ ばな りませ ん ．

　そ う考 えて み ます と 、 私 達が よ く聞 く言説 は 、 相 当誤 っ て い る とい わ ざる を
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得 ない
。 科学者は 、 こ うい い たが ります 。 科 学は、 純粋な知 的好奇心 か ら行 わ

れ る もの で 、 価値 や 目的 に対 して ニ ュ
ー

トラル だ、 善悪 は こ の 科 学的成果 を技

術に転用す る 時に発 生す る もの だ 。 だ か ら 、 善悪 の 責任 を問 うの で あれ ば 、 技

術者に い っ て ほ しい と。 また 、技術者 は 、 こ うい い た が ります 。 技 術は 、それ

自体 と して 善で も悪 で もない
、 善悪 は こ の 技術的成果 を人間が 活用 す る時 に発

生す る もの だ 。 だ か ら、 善悪 の 責任 を 問 うの で あれ ば 、 使用者に い っ て ほ しい

と 。 しか し、 私 か ら見 ます と、 技術 は 勿論 、 科学 で さえ、歴 史の 審判 の 責任 を

免れ は しない とい うこ となの で す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 VI

　こ の よ うに 考 えて きま して 、 私 は 、 初め に紹介 した ヤ ス パ ー
ス の 最後の 引用

文 に帰 っ て きます 。 私達 は 、 世界史的規模 で 決着 を図 らな くて は な らない と し

た ら、 無 論 再生 の 方 向 で そ の 決 着 を 図 らな くて は な らな い と した ら 、 人 類 の

「持続 可 能性 （sustainability ）」 の 希 望 は 、 こ の 技術的科学乃至 科学的技術 を どち

らの 方 向 に 向 か っ て 「投企 （Entwurf）」 す る か 、 とい うこ とに か か っ て い る と

い っ て よい よ うに 思 うの で す 。 それ こ そが 、 私 が先ほ どヤ ス パ ー ス の 言 葉を紹

介す る過 程 で 、 技術 とい うもの を新 しい 人間 の 投企 に結び つ ける裂 け 目 と申し

たモ メ ン トなの で あ ります 。

　無論 、 こ の 投企 は 、

一
人 だ けの 投企で もな けれ ば 、

一
回 だ けの 投企で もあ り

ませ ん 。 それ こそ 、科 学 ・ 技術史を担 う無名 の 技術者や 高名 な科 学者 が
、 それ

ぞれ の 制作や研 究 の レ ベ ル で 行 う投企 で あ ります。 ま た 、 こ の 技術者 や科学者

の 投企 は 、 当該 の 技術や科 学の 性質に依存 して 行 わ れ る他 ない も の で は あ りま

すが 、 しか しその 投企 を促 す本当の 根源 は 、 ヤ ス パ ー
ス が い うよ うに 、 人 間が

自己 の 欲求 を明確 に し 、 検討 し 、 もろ もろの 欲求間の 序列 を判然 とさせ る こ と

の 中に あ ります 。 何故な ら 、 三 木清 もい うよ うに 、 技術 も科 学 も相 互 依存的 乃

至 弁 証 法 的 に働 く構想力の 産物なの で あ っ て 、殊 に技術は 、
「人 問の 知 的性 質

に基 くこ とは言ふ まで もない が 、 それ が また 人 間の パ トス の
一

定 の 性質 、 そ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛32）

デモ ー ニ ッ シ ュ な性 質に基い ゐ る」 か らで す 。 従 っ て 、 問題 は 、 人 間が結 局い

か な る存在者 と して 「み ず か らの 実を示 す （sich 　bewahren）」 の か 、 そ の 実 を
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実存的に 問 うこ との 中に あ りま す 。 仮に悟性 が可 能で あ る とい っ て も 、 生産 と

消費の 循 環 と して 、 無内容 な出来事の 空廻 りの 中で 技術 を投企す るの で は な く 、

も っ と具体的に 言 い 換 えれ ば 、 曰 く経済効率性 の 実現 、 曰 く国際競争力の 確保 、

日 く経 済成長 の 持続 、 曰 く電 力生産 量の 維 持等々 とい っ た も の を常 に
一 義的に

先行 させ て 考え る思想の み が 技術の 支配者 とな るの で は な く 、 人間 が 生 きる根

本 的に新た な諸条件 の も とで 、 自覚的な エ トス か ら技術 を投企 す る こ とが 求 め

られ なけれ ばな らない とい うこ とな の だ と思 い ます 。 思想 とい うも の は 、 往々

標語化 し 、 実体 とは か け離れ て 独 り歩きす る こ とに よ っ て 幻 影化 し 、 そ の 内実

を余程 注意深 く検証 して み な けれ ば、 様 々 な嘘 が巣食 っ て い る可能性を た っ ぷ

り と含 ん で い るか らで あ りま す 。 日本 の 原発54基中た っ た 1 基 しか 稼働 して い

ない に も拘 わ らず 、 原発 に よ る電力 生 産 量 を維持 しな くて は社会が もた ない
、

集団自殺す る に 等 しい な ど とい う言 説 の 不 思議 さ等は 、 そ の 最 た る もの とい っ

て い い で し ょ う。 で す か ら 、 問題 は 、 む し ろ科学 ・技術 そ れ 自体 に 善 悪の 価値

が べ っ た り と刷 り込 まれ て い る こ と を十分認 め た上 で 、 科学 ・技術 の 試 み る歴

史的投 企 を如何な る方 向に 向 け て 試 み る の か とい うと こ ろ に あ る とい わ なけれ

ば な りませ ん 。

　結論 的に述べ れ ば 、 仮説的 な営為 と して 成 り立つ 科学 ・ 技術 の 向か うべ き 方

向 を 、 そ の 合理 的な 明証 力 ・制 作力 は 維 持 し なが ら 、
こ れ まで の よ うな 、 特 に

近代 の 発 端 以来 綿 々 と し て 続 い て き た 「進 化 （Evolution）」 とい う発 展 系列 に

で は な く、発展 の 系 列 の 先 に 待 っ て い た もの が世界 史の 死 乃 至世界 史の 限界 状

況 で あ る こ とが合理 的 に想 定 され る以 上 、 「飛躍 （Aufschwung）」 とい う転 回 系

列 に 振 り向け る と こ ろに 、 哲学 の 果すべ き真 に リア ル な役割 が あ る よ うに 思わ

れ る わ けで す 。 人類 の 目的は 、 幸せ に あ るの で あ っ て 、 発展 に あ るわ け で は な

い はず で あ り 、 発展 が必ず幸せ を もた らす とは 、 近代の 最大 の 錯覚 だ っ た とい

うこ とで し ょ う。 従 っ て 、 科学 ・技術 を放棄 した り 、 社会や 歴史 の 問題 を迂 回

して 、 単 に 自然 を強調 す るの で は な く 、 全 て の 科学 ・ 技術の 能力 を維 持 した ま

ま で 、 そ の 歴 史的投企 を どの よ うに振 り向 けて い くか 、 有 り体 に い っ て 、 どの

よ うな歴 史的投企 が 人 間の 実の あ る幸せ と結び つ くの か 、 科学 ・技術 との 関 係

に お い て 、 そ の 実を ど こ ま で 提 示 し得 る の か 、 哲学 に希 望を 開 くこ との 出来 る
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現実的な可能性 が あ る と した な ら 、 そ こ に こ そあ る よ うに思 え るわ けで す 。
で

すか ら 、 私 の 言い た が っ て い る こ とは 、 トマ ス ・ク
ー

ン 風 の パ ラ ダイ ム 転換 と

い っ た よ うな大が か りな こ とで は 差 し あた っ て は あ りませ L3：）科 学 ・技術の 歴

史的投企 の 問題 に哲学 の 議論 を如何 に 集中 させ る こ とが 出来 る か とい うこ とな

の で あ ります 。 もっ とヤス パ ー
ス に則 した言 い 方で い えば、 彼 が 人 間の 生 き方

の 基本信条 とした 、

一
方に あ る所与的必然性 の 重 さと 、 他方 に あ る実存 的 自由

の 可 能性 を切 り結 ぼ うとす る 、 そ れ が 科学 者で あれ 、技 術者 で あれ 、 そ の 人 が
　　　．　　ロ　　’　　ロ　　．　あ か し

その 人 で ある 証 と もい うべ き 「可 能的実存 （m6gliche 　Existenz）」 とい う態度

を、 こ の 科学 ・技術論 の 文脈 の 中に如 何 に 組 み 込 む こ とが 出 来 る か
、 それ こ そ

が こ の 問題 の 要諦 な の だ と思い ます 。

　そ し て 、 そ の 場 合、 哲学者 に とっ て 特に重 要 と思 える の は 、 そ の 実 を どこ ま

で政 治の イ ニ シ ア テ ィ ブ に結びつ ける こ とが 出来 るの か ど うか 、 それが こ の 技

術論 の 文脈 にお け る哲学 の 果たすべ き最終的 な役割なの で あ ろ うと考え ます 。

何 とい っ て も 、 政治 は 、 そ の 時代が抱 え もつ 全 て の 営為 を善 くも悪 く も
一

定の

方 向 へ と方向づ け る可能性 を もつ もの だ か らです 。 例 え ば 、 エ ネル ギー
政策を

どの よ うに 設 定す るか に よ っ て 、 そ の 時代 の 技 術 の 結集 の 仕 方 も大 き く変わ っ

て い くか らで す 。 同 じ 「テ クネ ー
」 とい っ て も 、 個人 的な活 動 とい う傾 向の 強

い 「芸術」 とは 違 っ て 、 先 ほ ど もい い ま した よ うに 、 「技 術 」 は 、
「集団の 英知

の 蓄積」 とい うと こ ろが 強い わ け で すか ら、 技術 に こ そ 、 その 民族 、 あ るい は

国民 が もっ て い る 、 あ るい は ま た その 時代が もっ て い る 「構 想力 （Einbildungs−

kraft）」 の 総体が 最 も典型的に現われ て くる とい っ て い い で しょ う。 こ の 意 味

で 、 芸術 こ そ 本来の テ クネー と捉 え 、
「『詩的な る もの （das　Dichterische）』 は

『真 な る もの （das　Wahre）』 を　
一 中略

一
　『最 も純 粋 に 出で 輝 く もの （das　am

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （34）
reinsten 　Hervorscheinende）』 の 光の なか に持 ち来す」 と、 まあ凝 っ た 言 い 方 で

は あ ります が 、 詩 的芸術活 動 をモ デル に と っ て 近 代 技術 を救 う淡 い 期 待 を繋 こ

うとす るハ イ デ ゲ リア ン で は 、私 は 明 らか に あ りませ ん
。 日本 で は 、 宗教や 芸

術は 語 っ て も 、 政治な どは ア カデ ミ ッ クな哲学者 が語 る もの で は ない とい うの

が 通 り相場 で す が 、 ヤ ス パ ー ス は 、 極 めて 真剣で あ りま した 。 彼は 、 こ うい っ

て い ま す 。
「政治 的結論 を もたぬ 哲学は存在 しない 一 中略 一

政治的思惟 を と
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くお 　

もなわぬ 、 い か な る偉大 な哲学 も存在 し ませ ん 」 と 。

　断 っ て お きます が
、 私 は、 冒頭 、 安易に 宗教 を もち出す こ との 危 うさを 口 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よすが

し、今 ま た性 急に 芸術に 縁 を求 め るひ 弱 さを 口 に して い る わ けで す が 、 勿論

宗教や 芸術 に意味が ない な ど とい っ て い るわ けで は全 くあ りませ ん 。 そ れ は そ

れ で 、 大変 な価値 が あ る世界 だ と思い ます 。 例 え ば 、 禅仏教 風宗教論 も 、
ハ イ

デ ッ ガー
風 芸術論 も、 立 派 な宗 教論 、 芸術論で す 。 ただ 、 文明が 破綻す る危機

の 時代 に あ っ て 、 よ し世 界 が滅 ぶ な ら、せ め て 宗教や 芸術に 救 い を求め よ うと

ニ ヒ ル に構 えるな ら別 で す が 、 なお 人類 に可 能性 が 残 っ て い るの だ とすれ ば 、

これ らが こ の 状 況 を乗 り越え る本 当に 有効 な手 立 て た り得 る の か 、 む しろそれ

らは 、 こ の 時代 に胚 胎 す る深刻 な問題性 と哲学が なお 果た すべ き努力 を 無限 に

脇 に 逸 し去 らせ て し ま うこ とに は な らな い の か と い っ て い る に過 ぎませ ん 。

　そ う考 え て み る 時 、 今 日お話 し した よ うなヤ ス パ ー
ス の 思 索の 枠組み を前提

に お き なが ら、 マ ル ク
ー ゼ の 以 下の 提 言を読 む時、

一
つ の 大事 な示唆 が た ち現

わ れ て く る よ うに 私 に は 思 われ ます 。
「確 証 と証 明 の 過程 は 純粋 に理 論 的 な も

の で あ るか も しれ ない
。

しか し 、 そ れ は 、 決 して真 空 の なか で 行われ る もの で

は ない し 、 私 的な個人 の 心 の な か で 終 わ る もの で も ない 。 形 式 と機能の 仮設 的

な体 系は 、 も う
一

つ の 体系一 こ の 体系が 、 その な か で 、 そ の た め に発 展 す る

と こ ろの
、 あ らか じめ確 立 され た 諸 目的　　に依 存す る よ うに な る 。 理 論 的企

て に と っ て 異質 で 無 縁の よ うに み え た もの が 、 そ の 本 質的構 造 （方法お よび 概

念）の
一 部分で あ る こ とが判明す る。 純粋 な客観性 は 、 テ ロ ス

、 目的 を準備す

る とこ ろ の 主観性 に と っ て の 対象 と して 現れ て くる 。 テ ク ノ ロ ジ カ ル な現実 の

構成 に は 、 純粋 に合理 的な科学的秩 序 とい っ た よ うな もの は 存在 しない
。 テ ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （36）

ノ ロ ジ カ ル な合 理 性 の 形 成過程 は 政治 的過程 で あ る」。
「とすれ ば 、

こ の 宿命的

な結び っ きを切 断す る可 能性 をも っ た進歩 の 方向転換は 、 科学の 構造 その もの

　　科学の 構想　　に も影響 を与 え るで あろ う。 科学 の 仮 説 は 、 そ の 合理 的性

格 を失わ な い ま まで 、 本質的 に異 な っ た 経験 的文 脈 （平和 の 回復 され た世 界 の

それ ） に お い て 発 展す るだ ろ う。 その 結果 、 科学は本 質的 に 異 な っ た 自然 の 概
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （37）

念 に到 達 し 、 本質的 に 異 な っ た事 実 を確証す るで あ ろ う」。 ど な た か も、 こ う

言 っ て い ま した 。 人 類 は 、 飛 行 機 を進化 させ た結果 、 月 に行 け る よ うに な っ た
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の で は ない
、 月 に 行 こ うとい う飛躍が 飛 行機 とは 別 な乗 り物 を開発 した の だ と 。

無論 、 そ の 時 、 可能 的実存 と して の 私達が ど こ ま で 所与的必 然性 の 重 さを引き

受 ける こ とが 出来 るの か とい うこ とに 、 こ の 投企 の リア リテ ィ
ー

が か か っ て い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （38）

る の だ と言 わ な けれ ばな りませ ん。
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